
大規模水害時の船外機付きボートによる救援態勢の更なる強化

施策背景

想定最大規模の大規模水害となった場合、区内の多く
が浸水する。待避施設は111箇所あり、逃げ遅れた区
民への対応が求められている。

自衛隊や消防などの救助も時間を要することが想定さ
れることから、命をつなぐための救援物資を輸送する
態勢づくりが喫緊の課題となっている。

船外機付きウレタンボートを配備し、水上での物資運
搬の機能力を強化する。
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都内で一日最大
20,000人が限度

救助

区内最大約49万人
を想定


